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■韓国情勢・日韓関連 

○ 歓迎のドラムセッション 61年目、新たに 
 先日、奈良で行われました両国首脳のドラムセッションですが、韓国でも「な
ぜドラム？」という反応はあるものの演奏された K-POP の耳なじみもよく、好
意的に受け取られている感があります。2025 年を振り返ると 6 月に李在明大統
領が、10 月には高市早苗首相がそれぞれ就任。比較的穏やかな雰囲気のなか、12
月をもって日韓国交正常化 60 周年という節目の 1 年間が幕を閉じました。それ
ぞれの国で抱える課題が山積するなかではありますが、61 年目となる今年、両国の関係が良好で、ま
すます経済交流や人的交流が深まっていくことが期待されます。 
 

○ ２月の旧正月（ソルナル）は５連休 
2/14 土 2/15 日 2/16 月 2/17 火 2/18 水 
土曜日 日曜日 ソルナル前日 ソルナル ソルナル後日 

韓国のお正月、ソルナルが近づいています。ソルとは「新年最初の」、ナルとは「日」で、つまり元
旦の意味です。2 月 17 日がソルナルで、前後１日が公休日にあたるため、土日とあわせて 5 連休とな
りました。贈り物商戦が活気づき、国内の移動も多くなり、海外旅行も盛んになります。昨年のソルナ
ルは大型連休だったため、約 100 万人が日本を訪れました。この時期、韓国の方と話す時は、「セヘ ボ
ク マニ パドゥセヨ」（あけましておめでとうございます）とお伝えするのも良いのかもしれません。 
余談ですが、子どもたちはお年玉「セベドン」をもらう前に年長者に対して行う挨拶「セベ」の仕方

をマスターしているそうです。 
ちなみに 2 月 14 日といえば日韓両国ともバレンタインデーですが、この時期は韓国では学校が休校

の時期にあたるため、学生たちがチョコレートを贈りあって盛り上がるという風潮はなく、あくまでカ
ップルの日というイメージなのだとか。 

■トピックス 

○ アシアナ航空 仁川のターミナルが「１」から「２」に移転 

 仁川－新千歳空港間を毎日就航しているアシアナ航空が 1 月 14 日 （水）から仁川国際空港で使用
するターミナルを第一旅客ターミナルから第二旅客ターミナルに移転しました。大韓航空との経営統
合を進めるうえで効率化を図るためとみられています。ターミナルを間違ってしまった方への対策は
打たれているようですが、慣れている方こそご用心です。 
 

○ 北海道菓子のポップアップ店に大行列 
 ソウル市内では多くの百貨店で日常的に見かけるポップアップストアですが、１月初旬、北海道の某
人気お菓子の売り場には、大行列ができていました。日本国内の販売価格の約２倍にもかかわらず、流
行に敏感な方々が列をなし、私が来店したときには、300 人以上が並んでいました。 
 SNS で情報を得て購入し、単に味わって楽
しむだけではなく、自分の SNS でも「購入で
きた」「食べられた」こと自体を発信するとい
う満足感が得られます。それがループとなっ
て行列を作り始めると、検索するひとがさら
に増え、いましか買えないとわかればさらに
並びたくなるという、正のループにつながっ
たのかもしれません。 
 お菓子に限らず、まずは日本で人気がある
ことが大前提のようですが、さらに世界観を表現した装飾やパッケージ、ストーリーが後押ししている
ように思います。 
 物産販売をきっかけに「こういう美味しいものがある現地に行ってみたい」「現地限定販売商品も買
いたい」という心理が働けば観光にも繋がるかと思います。正ループを目標に、2026 年も観光・物産
の両輪で取り組みを進めてまいります。           

（ソウル事務所長 清水） 
 

 


